
令
和
二
年 

秋
季
彼
岸
会
法
要
（
九
月
二
十
二
日
）
お
申
込
み
に
つ
い
て 

 
九
月
二
十
二
日
（
火
・
祝
）
は
秋
季
彼
岸
中
日
で
す
。
極
楽
寺
で
は
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、
第
一

部
・
付
回
向
（
年
忌
法
要
） 

第
二
部
・
一
般
法
要
の
二
部
形
式
で
行
い
ま
す
。（
お
斎
は
中
止
） 

 

第
一
部 

付
回
向 
午
前
九
時
受
付
開
始 

午
前
九
時
半 

法
要
開
始 

各
家
ご
法
事
の
合
同
法
要
で
す
。
お
申
込
み
や
お
問
合
せ
は
極
楽
寺
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
お
申

し
込
み
は
、
九
月
二
十
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。 

参
加
ご
希
望
が
多
く
な
る
場
合
は
、
人
数
制
限
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

尚
、
付
回
向
の
場
合
は
、
墓
経
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
を
お
願
い
し
ま
す
。 

付
回
向
参
加
の
方
が
、
一
般
法
要
の
彼
岸
回
向
や
経
木
供
養
を
行
う
場
合
は
、
付
回
向
法
要
と
同

時
に
行
い
ま
す
。 

 

第
二
部 

一
般 

秋
季
彼
岸
会
法
要 

午
前
十
時
半
受
付 

十
一
時
法
要
開
始 

 

法
要
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
夏
の
塔
婆
施
餓
鬼
法
要
の
よ
う
な
形
で
す
。 

本
堂
に
は
、
椅
子
・
木
魚
は
設
置
せ
ず
、
本
堂
に
お
入
り
頂
い
て
、
経
木
を
受
け
取
り
、
ご
焼
香

を
し
て
頂
く
と
い
う
方
法
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

・
受 

付 

午
前
十
時
半
よ
り
（
本
年
は
な
る
べ
く
事
前
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
） 

本
堂
入
堂
可
能
時
間 

午
前
十
時
半
よ
り
（
そ
れ
以
前
は
、
付
回
向
年
忌
法
要
を
行
っ
て
い
る
為
、

本
堂
に
お
入
り
頂
け
ま
せ
ん
） 

・
第
二
部 

秋
季
彼
岸
会
法
要 

午
前
十
一
時
～
十
一
時
四
十
分
頃
ま
で
読
経
が
続
く
予
定
で
す
。 

ご
回
向
の
順
番
は
、
佛
供
米
回
向
・
経
木
供
養
・
彼
岸
供
養
（
回
向
袋
）
の
順
に
お
経
が
上
が
り

ま
す
。
本
年
は
指
名
に
よ
る
ご
焼
香
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
お
越
し
に
な
っ
た
順
番
に
、
お
申
込
に

な
っ
た
経
木
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
焼
香
盤
に
進
み
、
ご
焼
香
を
頂
き
ま
す
。
本
堂
内
の
人
数

が
増
え
る
場
合
は
、
入
場
制
限
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

ま
た
、
開
始
直
後
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
塔
婆
施
餓
鬼
法
要
の
よ
う
に
時
間
指
定
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
分
散
を
お
心
が
け
頂
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。 

 
 

 
 

申
し
込
み
方
法 

同
送
の
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
金
圓
を
添
え
て
極
楽
寺
ま
で
ご
持
参
下
さ
い
。 

（
郵
送
で
の
お
申
込
は
、
添
付
の
振
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
ご
送
金
を
お
願
い
し
ま
す
。） 

（
一
） 

彼
岸
供
養
（
回
向
袋
） 

千
円 

春
・
秋
の
お
彼
岸
の
み
行
わ
れ
る
御
回
向
で
す
。
先
祖
代
々
の
彼
岸
回
向
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

（
二
） 

経
木
供
養
（
き
ょ
う
ぎ
く
よ
う
） 

一
霊 

千
円 

 

ご
先
祖
代
々
や
、
故
人
の
御
法
名
を
経
木
に
書
き
、
ご
供
養
を
行
い
ま
す
。 

別
紙
申
込
書
に
ご
法
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
法
名
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
御
命
日
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。 

住
職
が
お
申
し
込
み
の
順
番
に
お
読
上
げ
を
致
し
ま
す
。
皆
様
は
、
当
日
本
堂
で
お
渡
し
す
る

経
木
を
お
受
け
取
り
に
な
り
焼
香
盤
に
進
み
、
ご
焼
香
を
頂
き
ま
す
。 

（
三
） 

受
付
期
間 

第
一
部
・
付
回
向 

九
月
二
十
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

第
二
部
・
一
般
法
要 

例
年
は
、
当
日
申
込
み
の
受
付
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
実 

 

施
の
都
合
上
、
出
来
ま
し
た
ら
、
前
日
ま
で
の
お
申
し
込
み
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

浄
土
宗
法
王
山
極
楽
寺 


